
年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

合計

〇 6

35

３

学

期

・介護従事者の安全
【知識及び技術】
介護従事者の環境労働の整備に
ついて、理解している
　
【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介
護従事者の環境労働の整備につ
いて、合理的かつ創造的に考察
できるように説明する

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者の環境労働の整備に
ついて、自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組む

【指導項目】
●介護従事者の安全
・環境労働の整備

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小
六法、ワークシート、一人一台
端末

【知識及び技術】
介護従事者の環境労働の整備の概要につい
て理解し、関連する技術を身に付けるため
に基礎知識をワークシートへ記入している

【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介護従事者の
環境労働の整備を合理的かつ創造的に考察
することができている

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者の環境労働の整備について、自
ら内容をまとめ伝えることができている。
また、グループワークや介護福祉士国家試
験問題への取り組みを発表することができ
ている

〇 〇

【指導項目】
●介護従事者の安全
・こころとからだの健康管理

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小
六法、ワークシート、一人一台
端末

【知識及び技術】
介護従事者のこころとからだの健康管理の
概要について理解し、関連する技術を身に
付けるために基礎知識をワークシートへ記
入している

【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介護従事者の
こころとからだの健康管理を合理的かつ創
造的に考察することができている

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者のこころとからだの健康管理に
ついて、自ら内容をまとめ伝えることがで
きている。また、グループワークや介護福
祉士国家試験問題への取り組みを発表する
ことができている

〇 〇 〇 6

6

２

学

期

・介護従事者の安全
【知識及び技術】
介護従事者の健康管理の意義と
目的について、理解している
　
【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介
護従事者の健康管理の意義と目
的について、合理的かつ創造的
に考察できるように説明する

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者の健康管理の意義と
目的について、自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組む

【指導項目】
●介護従事者の安全
・健康管理の意義と目的

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小
六法、ワークシート、一人一台
端末

【知識及び技術】
介護従事者の健康管理の意義と目的の概要
について理解し、関連する技術を身に付け
るために基礎知識をワークシートへ記入し
ている

【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介護従事者の
健康管理の意義と目的を合理的かつ創造的
に考察することができている

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者の健康管理の意義と目的につい
て、自ら内容をまとめ伝えることができて
いる。また、グループワークや介護福祉士
国家試験問題への取り組みを発表すること
ができている

〇 〇 〇 6

・介護従事者の安全
【知識及び技術】
介護従事者のこころとからだの
健康管理について、理解してい
る
　
【思考力・判断力・表現力等】
これまでの学習を振り返り、介
護従事者のこころとからだの健
康管理について、合理的かつ創
造的に考察できるように説明す
る

【学びに向かう力・人間性等】
介護従事者のこころとからだの
健康管理について、自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組む

・介護における安全確保とリス
クマネジメント
【知識及び技術】
介護における安全と感染症対策
について理解し、関連する技術
を身に付ける

【思考力・判断力・表現力等】
介護実習と関連させて、援助者
が実践している介護における安
全と感染症対策の必要性を考察
できるように説明する

【学びに向かう力・人間性等】
介護における安全と感染症対策
の目的・効果について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組
む。

【指導項目】
●介護における安全確保とリス
クマネジメント
・感染症対策

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小
六法、ワークシート、一人一台
端末
 

【知識及び技術】
介護における安全と感染症対策について理
解し、関連する技術を身に付けるために基
礎知識をワークシートへ記入している

【思考力・判断力・表現力等】
介護実習と関連させて、援助者が実践して
いる介護における安全と感染症対策の必要
性を考察することができている

【学びに向かう力・人間性等】
介護における安全と感染症対策の目的・効
果について、自ら内容をまとめ伝えること
ができている。また、グループワークで話
し合った内容を発表できている

〇 〇 〇

態 配当
時数

１

学

期

・介護における安全確保とリス
クマネジメント
【知識及び技術】
介護における安全の確保、リス
クマネジメントついて、関連す
る知識を身に付ける

【思考力・判断力・表現力等】
介護における安全の確保、リス
クマネジメントの必要性を考察
できるように説明する

【学びに向かう力・人間性等】
介護における安全の確保、リス
クマネジメントの目的・効果に
ついて自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組む

【指導項目】
●介護における安全確保とリス
クマネジメント
・介護における安全の確保、リ
スクマネジメントとは何か

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小
六法、ワークシート、一人一台
端末
 

【知識及び技術】
介護における安全の確保、リスクマネジメ
ントに関連する技術を身につけるために基
礎知識をワークシートへ記入している

【思考力・判断力・表現力等】
介護における安全の確保、リスクマネジメ
ントの必要性を考察することができている

【学びに向かう力・人間性等】
介護における安全の確保、リスクマネジメ
ントについて、自ら内容をまとめ伝えるこ
とができている。また、グループワークで
話し合った内容を発表できている

〇 〇 〇 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

介護福祉基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

介護福祉の実践において必要な知識について
体系的・系統的に理解をしているとともに、
関連する技術を身に付けている。

介護福祉に関する諸問題を発見し、援助者と
しての合理的かつ創造的に解決をする力を身
に付けている。

より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会
の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

野津田 高等学校 令和8年度（３学年用） 教科 福祉 介護福祉基礎
福祉 介護福祉基礎 1

7実教　福祉702　介護福祉基礎  副教材：最新　介護福祉士養成講座4　第2版　介護の基本Ⅱ

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける



年間授業計画

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書：（ 7実教　福祉705　コミュニケーション技術

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】 福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査 1〇 〇

70

合計

1

15〇〇 〇

〇

1

〇 15〇 〇

〇

評価規準 知

３
学
期

・介護におけるチームのコミュニケー
ション
【知識及び技術】
介護におけるチームに必要なコミュニ
ケーション技法を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
報告、連絡、相談、記録のポイントを
押さえながら応用できるように説明す
る。
【学びに向かう力・人間性等】
実習先を思い出しながら、就職先で役
立つようなチームコミュニケーション
技法を身につける。

〇指導項目
●介護におけるチームのコミュ
ニケーション
・チームのコミュニケーション
とは
・報告・連絡・相談の技術
・記録の技術

など

〇教材
教科書、副教材、プリント、一
人１台端末

【知識及び技術】
報告、連絡、相談、記録について記入され
ている。
【思考力・判断力・表現力等】
実習先、就職先の職員や利用者家族を考察
して、チームに必要なコミュニケーション
技法を説明することができる。
【学びに向かう力・人間性等】
ワークや事例をとおして、チームに必要な
コミュニケーション技法を自ら伝えること
ができる。

〇

２
学
期

【知識及び技術】
対象者の特性を記入している。
【思考力・判断力・表現力等】
対象者の特性を理解したうえで、コミュニ
ケーション技法を考察して説明することが
できる。
【学びに向かう力・人間性等】
ワークや事例をとおして、対象者の特性に
あったコミュニケーション技法を自ら伝え
ることができる。

・家族とのコミュニケーション
【知識及び技術】
家族の気持ちを理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
利用者と家族の意向が対立する場合の
対応を考え、説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
利用者・家族それぞれの意向について
個別に把握し、それぞれに合わせたコ
ミュニケーション技法を身につける。

〇指導事項
●家族とのコミュニケーション
・家族との関係づくり
・家族への助言・指導・調整
・家族関係と介護ストレスへの
対応

など

〇教材
教科書、副教材、プリント、一
人１台端末

【知識及び技術】
家族の気持ちを理解し、記入している。
【思考力・判断力・表現力等】
利用者と家族の意向が対立する場合の対応
を考察し、説明することができる。
【学びに向かう力・人間性等】
ワークや事例をとおして、利用者と家族そ
れぞれの意向にあったコミュニケーション
技法を自ら伝えることができる。

〇

【 知　識　及　び　技　能 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

態
配当
時数

思

コミュニケーション技術

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対人援助について体系的・系統的に理解するととも
に、関連する技術を身につける

対人援助の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよ
い社会の構築を目指して自ら学び、適切な対人援
助に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

福祉 コミュニケーション技術

福祉 コミュニケーション技術 2

福祉
福祉の実践的、体験的な学習活動をとおして、対人援助や福祉実践の場での人間関係の構築に必
要な資質・能力を育成することを目指す

副教材：最新　介護福祉士養成講座5　第2版　コミュニケーション技術

14〇〇

〇

〇

〇

〇

・サービス利用者とのコミュニケー
ション
【知識及び技術】
対象者の特性を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
対象者の特性に合わせたコミュニケー
ション方法を考えることができるよう
に説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
実習先や就職先をイメージしながら、
対象者の特性に合わせたコミュニケー
ション技法を身につける。

〇指導事項
●サービス利用者とのコミュニ
ケーション
・コミュニケーション障害への
対応の基本
・さまざまなコミュニケーショ
ン障害のある人への支援

など

〇教材
教科書、副教材、プリント、一
人１台端末

〇

9○

１
学
期

・介護におけるコミュニケーションの
基本
【知識及び技術】
コミュニケーション技術について学ぶ
前段階として、コミュニケーションと
は何か、なぜ学ぶ必要があるのかを理
解する。
【思考力・判断力・表現力等】
ワークをとおして、「傾聴」、「受
容」、「共感」的態度について考えな
がら学べるように説明する。
【学びに向かう力・人間性等】　　仲
間とともに、人と接するうえで必要な
「傾聴」、「受容」、「共感」的態度
を養う。

〇指導事項
●介護におけるコミュニケー
ションの基本
・介護におけるコミュニケー
ションとは
・援助関係とコミュニケーショ
ン

など

〇教材
教科書、副教材、プリント、一
人１台端末

【知識及び技術】
コミュニケーションの種類やなぜコミュニ
ケーションを学ぶ必要があるのかを記入し
ている。
【思考力・判断力・表現力等】
ワークをとおして「傾聴」、「受容」、
「共感」の技法から、利用者と接する態度
について考察して説明することができる。
【学びに向かう力・人間性等】
「傾聴」、「受容」、「共感」の技法か
ら、「介護福祉士」の態度について自ら伝
えることができる。

・コミュニケーションの基本技術【知
識及び技術】
言語・非言語・準言語コミュニケー
ションの技法を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
ワークや事例をとおして、言語・非言
語・準言語コミュニケーションをどの
ように活用するのかを考えられるよう
に説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
利用者はもちろん、ともに学ぶ仲間や
実習先の職員に対しての接し方、態度
を養う。

〇指導事項
●コミュニケーションの基本技
術
・コミュニケーション態度に関
する基本技術
・言語コミュニケーション、非
言語コミュニケーション、準言
語コミュニケーションの基本

など

〇教材
教科書、副教材、プリント、一
人１台端末

【知識及び技術】
言語・非言語・準言語コミュニケーション
の技法について記入している。
【思考力・判断力・表現力等】
言語・非言語・準言語コミュニケーション
の技法を使って、どのように利用者と関わ
るのかを考察して説明することができる。
【学びに向かう力・人間性等】
言語・非言語・準言語コミュニケーション
の技法から、利用者はもちろん、ともに学
ぶ仲間や実習先の職員との接し方、態度を
自ら伝えることができる。

〇 1

〇

〇 1

12〇〇



年間授業計画

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書：

最新　介護福祉士養成講座　15　医療的ケア

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

合計

175

○ 71

３
学
期

・災害時における生活支援

【知識及び技術】
災害時における介護福祉職の役
割・生活支援の実際ついて、関連
する知識を身に付ける

【思考力・判断力・表現力等】
災害時における介護福祉職の役
割・生活支援の実際の必要性を考
察できるように説明する

【学びに向かう力・人間性等】
災害時における介護福祉職の役
割・生活支援の実際ついて自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組む

【指導項目】
●災害時における生活支援
・災害時における介護福祉職の役
割、災害時における生活支援の実際

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
災害時における介護福祉職の役割・生活支援
の実際ついて関連する技術を身につけるため
に基礎知識をワークシートへ記入している

【思考力・判断力・表現力等】
災害時における介護福祉職の役割・生活支援
の実際ついて考察することができている

【学びに向かう力・人間性等】
災害時における介護福祉職の役割・生活支援
の実際ついて、自ら内容をまとめ伝えること
ができている。また、グループワークで話し
合った内容を発表できている

○ ○ ○ 31

２
学
期

・喀痰吸引の介護演習

【知識及び技術】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸
引の手技について、理解するとと
もに、関連する技術を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸
引の手技について、課題を発見
し、職業人に求めらる倫理観を踏
まえ科学的な根拠に基づいて創造
的に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸
引の手技について、自ら学び、事
例研究に主体的かつ協働的に取り
組む。

【指導項目】
●喀痰吸引の介護演習
・口腔内および鼻腔内、気管カ
ニューレ内部の喀痰吸引の介護演習

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸引の手技
について、模型を使用し演習を通して経管
栄養における技術の修得する。

【思考力、判断力、表現力等】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸引の手技
について、模型を使用し演習を行う中で、
自身の課題等について思考し、実践する。

【学びに向かう力、人間性等】
口腔内および鼻腔内による喀痰吸引の手技
について、模型を使用し演習を行う中で、
他者との話し合いを通して、自らのみなら
ず、グループ全体を意識した技術向上に努
める。

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

・経管栄養の介護演習
・応急手当の知識と技術
【知識及び技術】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の
手技について、意義や目的などに
ついて理解するとともに、関連す
る技術を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の
手技について、課題を発見し、職
業人に求められる倫理観を踏まえ
た科学的な根拠に基づいて創造的
に解決する。

【学びに向かう力、人間性等】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の
手技について、自ら学び、主体的
かつ協働的に取り組む。

【指導項目】
●経管栄養の介護演習
●応急手当の知識と技術
・胃ろう、腸ろう、経鼻経管栄養
（半固形栄養剤を含む）
・応急手当の知識と技術、救急蘇生
法

【教材】
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の手技につ
いて、模型を使用し演習を通して経管栄養
における技術の修得する。

【思考力、判断力、表現力等】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の手技につ
いて、模型を使用し演習を行う中で、自身
の課題等について思考し、実践する。

【学びに向かう力、人間性等】
胃ろう、腸ろうによる経管栄養の手技につ
いて、模型を使用し演習を行う中で、他者
との話し合いを通して、自らのみならず、
グループ全体を意識した技術向上に努め
る。

○ ○ ○ 70

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

医療的ケアについて体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるようにす
る。

医療的ケアにいて、課題を発見し、職業人に求
められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づい
て創造的に解決する力を養う。

医療的ケアについて、自ら学び、自立生活の
適切な支援に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

【 知　識　及　び　技　術 】 福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、社会福祉の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

生活支援技術
サービス利用者主体の生活支援の在り方を理解するとともに関連する技術を身に付け、尊厳の保持や
自立支援に根ざした継続的で豊かな生活支援に必要な資質・能力を育成する

福祉
福祉における実践的・体験的な学習活動を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可
能な福祉社会の発展を担う職業人の育成を目指す

７実教　福祉３０３　生活支援技術 副教材：最新　介護福祉士養成講座　8　生活支援技術Ⅲ

野津田 高等学校 令和8年度（３学年用） 教科　　　　福祉　　　　科目　生活支援技術
福祉 生活支援技術 5



年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

・介護過程とチームアプローチ
【知識及び技能】
多職種連携チームケア、チームら
おける介護職の役割と重要性、地
域ケアの体制についての知識を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
施設介護におけるチームアプロー
チについて理解し、支援に関する
課題を発見し、解決しようとする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
チームアプローチの支援について
自ら学び、主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。

●指導項目
介護過程のチームアプローチ
・チームアプローチの意義
・チームアプローチの実際

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
多職種連携と地域ケア、チームアプローチの
支援について理解し、介護計画作成に活用
し、正しく盛り込むことができるか。
【思考・判断・表現】
施設介護におけるチームアプローチの支援に
ついて学び、介護計画をもとに実施した内容
を振り返り、新たな情報を含め必要な情報の
取捨選択をしすることができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの援助から利用者の思いに沿った再
介護計画となるよう自ら意識的に考え、チー
ムアプローチを意識しながら策定することが
できるか。

２
学
期

・介護過程の理解
【知識及び技能】
サービス利用者のアセスメントを
活用し、介護計画に必要な情報の
集約に対する知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
における判断ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者のアセスメントを
見返し、必要なの情報の取捨選択
について協働的に取り組む態度を
養う。

●指導事項
介護過程の理解
・介護過程の展開
・アセスメント
・介護計画の立案
・介護の実施、評価

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
介護計画をもとに実施する際、その利用者の
状況をアセスメントシートにあるそれぞれの
項目を把握しながら必要な内容を記入するこ
とがきたか。
【思考・判断・表現】
情報の解釈、関連づけ、統合化を通してどの
ような情報が必要か取捨選択をするために思
考し、正しく判断をするためのできたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者とともにアセスメントを見返し、必要な
の情報の取捨選択がされているか、他者と話
し合いをすることができるか。

定期考査

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、介護過程の適切な展開に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

○ ○
小テスト

○ ○

○ ○

70

○ 15

1

合計

1

1

○ ○ ○ 32

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

・介護過程の意義と役割
【知識及び技能】
サービス利用者の援助における科
学的根拠に基づいた介護を専門職
として実践するための知識を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者のニーズを引き出
し、個別援助につながる課題や思
考する必要性などについて、創造
的に取り組む態度を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者の個別性と自立し
た生活を支援するために主体的か
つ協働的に取り組む。

●指導事項
介護過程の意義と役割
・介護過程とは
・事例検討等の必要性

●教材
教科書、副教材、プリント、ＰＣ
端末

【知識・技能】
２学年で学んだアセスメント作成を想起し
て、作成された介護計画をもとに実施した内
容を指示の通りに記入することがきたか。
【思考・判断・表現】
情報収集とニーズ、どのような相違があった
か、利用者の様子はどうであったかなど、利
用者の状況を正しく判断して読みとることが
できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
アセスメントにおいて、自らコミュニケー
ションを通して利用者の思いを正しく読みと
り、積極性をもって取り組むことができた
か。

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

７実教　福祉７０６　介護過程　　　　 副教材：最新　介護福祉士養成講座　９　介護過程

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

介護過程について体系的・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身につける。

介護過程の展開に関する課題を発見し、職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

福祉 介護過程
福祉 介護過程 2

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

介護過程
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、介護過
程の展開に必要な資質・能力を育成する。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

介護過程の展開

・教材

【知識・技能】
介護計画をもとに実施する際、その利用者の
状況をアセスメントシートにあるそれぞれの
項目を把握しながら、必要な内容を記入する
ことができたか。

【思考・判断・表現】
情報の解釈、関連づけ、統合化を通してどの
ような情報が必要か取捨選択をするために思
考し、正しく判断をするためのできたか

【主体的に学習に取り組む態度】
他者とともにアセスメントを見返し、必要な
の情報の取捨選択がされているか、他者と話
し合いをすることができるか

教科書、テキスト、タブレット端末
実習日誌、個人票、社会福祉小六法

福祉
福祉 介護総合演習 1

最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取
り組む
姿勢を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て、福祉を通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発
展を担う職業人として必要な資質・能力を育成する

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

介護総合演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身につけ
る。

地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職
業人に求められる倫理観を踏まえ解決策を探求
し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する
力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、地域
福祉や福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働
的に取
り組む態度を養う。

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し
て、地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の創造と必要な資質・能力を育成す
る。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査
○ ○ 1

・指導項目
マナー講座（実習に臨む態度・学ぶ
姿勢)
介護実習事前指導

・教材
教科書、テキスト、実習日誌、社会
福祉小六法、タブレット端末、個人
票

【知識・技能】
介護実習が適切かつ総合的に展開できるよう
に、
介護実習の意義や目的などについて理解する
とと
もに、関連する知識と技術を身に付けること
がで
きたか。

【思考・判断・表現】
介護実習を通して個人情報保護やリスクマネ
ジメントへの取り組みを学び、サービス利用
者の生活課題を発見し、創造的な問題解決に
ついて考察することができたか

【主体的に学習に取り組む態度】
地域のなかにある介護施設の役割を理解した
上で、介護実習について自ら学び、職業人に
求められる倫理観を踏まえ、科学的な根拠に

介護演習
【知識及び技術】
介護実習が適切かつ総合的に展開
できるように、介護実習の意義や目
的などについて理解するとともに、関
連する知識と技術を身に付ける。
【思考力・判断力・表現力等】
介護実習を通して個人情報保護やリ
スクマネジメントへの取り組みを学
び、サービス利用者の生活課題を発
見し、創造的な問題解決について考
察する。
【学びに向かう力・人間性等】
地域のなかにある介護施設の役割を
理解した上で、介護実習について自
ら学び、職業人に求められる倫理観
を踏まえ、科学的な根拠に基づく介護
を目指して主体的かつ協働的に取り

○

３
学
期

２
学
期

C 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

D 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○

・指導項目

35

合計

調査、研究、実験

【知識及び技術】
調査、研究、実験を通して、福祉の各分野
について理解するとともに、関連する知識
と技術を身に付ける。

【思考力・判断力・表現力等】
福祉の各分野について、調査、研究、実験
などを通してサービス利用者の生活課題を
発見し、専門性を意識した創造的な問題解
決について考察する。

【学びに向かう力・人間性等】
福祉の各分野について自ら学び、職業人に
求められる倫理観を踏まえ、科学的な根拠
に基づく、調査、研究、実験に主体的かつ
協働的に取り組む。

・指導項目
介護実習Ⅱ事後指導

・教材
教科書、テキスト、社会福祉小六
法、ワークシート、PC端末

【知識及び技術】
調査、研究、実験を通して、福祉の各分野
について理解するとともに、関連する知識
と技術を身に付けることができたか。
【思考力・判断力・表現力等】
福祉の各分野について、調査、研究、実験
などを通してサービス利用者の生活課題を
発見し、専門性を意識した創造的な問題解
決について考察することができたか。
【学びに向かう力・人間性等】
福祉の各分野について自ら学び、職業人に
求められる倫理観を踏まえ、科学的な根拠
に基づく、調査、研究、実験に主体的かつ
協働的に取り組むことができたか。

○ ○ ○

12

1

○ ○ 10

○ ○ ○ 11



年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

175

福祉
福祉 介護実習

介護実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

介護及び支援の実践について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身につけ
る。

介護及び支援の実践に関する課題を発見し、職
業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、介護及び支援の適切な実践に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

副教材：最新　介護福祉士養成講座　１０　介護総合演習・介護実習

福祉

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

態 配当
時数

１
学
期

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

多様な介護現場における実習
【知識及び技能】
サービス利用者の心身の状況や生活
を送る上で、おこなっていること・
できることや生活上の思いなどにつ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
サービス利用者に対し、コミュニ
ケーションを通して個々の思いや考
えを引き出し、それに合わせた関わ
りを通して、必要な援助について思
考する。
【学びに向かう力、人間性等】
サービス利用者に対し、多様なコ
ミュニケーション方法を主体的かつ
協働的にに取り組む。

○ ○ ○

２
学
期

３
学
期

175

合計



年間授業計画

 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 4 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

小テスト
○

高等学校 令和８年度（３学年用） 福祉 こころとからだの理解

福祉 こころとからだの理解 4

こころとからだの理解

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

７実教　福祉７０４　こころとからだの理解　　副教材：最新　介護福祉士養成講座　11～14

福祉
福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、福祉を
通じ、人間の尊厳に基づく地域福祉の推進と持続可能な社会福祉の発展を担う職業人として
必要な資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につける。

福祉に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、福祉社会の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む姿勢を養う。

態
配当
時数

・発達と老化の理解
【知識及び技能】
・人間が発達することを学び、発
達課題を理解する。・身体面の変
化が人格や行動にどのような影響
を与えるのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
発達の個人差を理解することで老
年期における個別ケアに繋げ、個
別支援の考えを身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
発達や老化に伴う支援について自
ら学び、主体的かつ協働的に取り
組んでいる。

・指導項目
第３編　発達と老化の理解
第１章　人間の成長と発達
第２章　老年期の理解と日常生活

・教材
教科書、プリント、ICT端末

【知識・技能】
発達課題や身体面の変化が人格や行動にどの
ような影響から理解した内容を記入している
か。
【思考・判断・表現】
発達の個人差を理解することで老年期におけ
る個別ケアについて考察した内容を記入して
いるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
発達や老化に伴う支援についてグループワー
クで話し合った内容をまとめ、発表している
か。

○ ○ ○ 21

自立生活の支援に必要なこころとからだについ
て体系的・系統的に理解するとともに、関連す
る技術を身につける。

自立生活の支援に必要なこころとからだに関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を
踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学
び、こころとからだに基づいた自立生活の支援
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査
○ ○ 1

○ ○

【知識・技能】
障害に伴う心身の変化と日常生活及び障害と
地域生活支援について理解し内容を記入して
いるか。
【思考・判断・表現】
障害に伴う心身の変化と日常生活及び障害と
地域生活支援について理解し障害のある人の
自立支援について考察し記入しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
障害に伴う心身の変化と日常生活及び障害と
地域生活支援について理解し障害者が地域で
暮らしていくためのサポート体制づくりにつ
いてグループワークで話し合った内容をまと
め、発表しているか。

○ ○ ○ 33

○

○ ○

１
学
期

35

小テスト

障害の理解
【知識及び技能】
障害の理解に必要な知識と支援方
法について記述する。
【思考力、判断力、表現力等】
障害の理解に必要な知識をもとに
支援方法について考察し、内容を
記入する。
【学びに向かう力、人間性等】
障害の理解に関して、主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

・指導項目
第５編　障害の理解
第１章　障害の基本的理解
第２章　生活機能障害の理解

・教材
教科書、副教材、プリント、ICT
端末

○ 1

25

・発達と老化の理解
【知識及び技能】
老年期における環境の変化や心理
面の影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
高齢者が訴えることの多い症状に
ついて理解することで、疾患を発
見する視点をもち、保健医療職と
の連携について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
医療職等他分野の専門職との連携
について自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組んでいる。

・指導項目
第３編　発達と老化の理解
第２章　老年期の理解と日常生活
第３章　高齢者と健康

・教材
教科書、プリント、ICT端末

【知識・技能】
老年期における環境の変化や心理面の影響か
ら理解した内容を記入しているか。
【思考・判断・表現】
高齢者の疾患について考察する視点を持つこ
とに対して、内容を記入しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
医療職等他分野の専門職との連携についてグ
ループワークで話し合った内容をまとめ、発
表しているか。

○ ○ ○

1
定期考査

【知識・技能】
障害について、理解した内容をワークシート
に記入しているか。
【思考・判断・表現】
各障害の障害特性や原因となる疾患について
理解し、適切な支援方法はどのようなものか
考察した内容を記入しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
各障害の障害特性や原因となる疾患について
理解し、適切な支援方法はどのようなものか
についてグループで話し合った内容をまとめ
ているか。

○

1

障害の理解
【知識及び技能】
障害に伴う心身の変化と日常生活
及び障害と地域生活支援について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
障害に伴う心身の変化と日常生活
及び障害と地域生活支援について
考察し、内容を記述する。
【学びに向かう力、人間性等】
障害に伴う心身の変化と日常生活
及び障害と地域生活支援の理解に
関して、主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

・指導項目
第５編　障害の理解
第３章　障害に伴う心身の変化と
日常生活
第４章　障害と地域生活支援

・教材
教科書、副教材、プリント、ICT
端末

２
学
期

○



３
学
期

認知症の理解
【知識及び技能】
認知症とはどのような疾患であ
り、症状であるのかを理解す
る。・ＢＰＳＤ等の認知症の人の
行動特性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
認知症の人の心理状態を理解し、
基本的な対応方法について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
認知症の人の尊厳を考える視点か
ら歴史的な変遷を振り返り、「自
立」と「尊厳の保持」を達成でき
る介護につながる価値観を身に付
ける。

・指導項目
第４編　認知症の理解
第１章　認知症をとりまく状況
第２章　認知症の基礎的理解
第３章　認知症に伴う心身の変化
と日常生活
第４章　認知症と地域サポート

・教材
教科書、プリント、ICT端末

【知識・技能】
認知症の疾患や症状、BPSD等の行動特性につ
いて理解した内容を記入しているか。
【思考・判断・表現】
心理状況を理解し、基本的な対応方法につい
て考察した内容を記入しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
認知症の人の尊厳を考える視点から歴史的な
変遷を振り返り、「自立」と「尊厳の保持」
を達成できる介護につながる価値観について
グループワークで話し合った内容をまとめ、
発表しているか。

○ ○

140

○ 21

小テスト

○ ○

1

合計


